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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成27年7月16日(2015.7.16)

【公開番号】特開2013-24863(P2013-24863A)
【公開日】平成25年2月4日(2013.2.4)
【年通号数】公開・登録公報2013-006
【出願番号】特願2012-120472(P2012-120472)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｂ   7/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  43/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｂ    7/02     　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｌ   43/06     　　　Ｕ

【手続補正書】
【提出日】平成27年5月27日(2015.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上側に開口部が形成されるセンサハウジングと、
　前記センサハウジングに回転可能に設けられるシャフトと、
　前記シャフトの上側に配置されるマグネットと、
　少なくとも一つの磁気素子が前記マグネットと向かい合う面に実装され、前記センサハ
ウジングの内部に突出形成された複数個の支持突起の上端に設置される印刷回路基板と、
　前記開口部を覆うセンサカバーと、
　前記センサハウジングと前記センサカバーとの間に介在して、前記センサハウジングの
内部に水分及び汚染物質の流入を遮断するシーリング部材と、
　前記センサカバーと前記印刷回路基板との間に介在して、前記印刷回路基板を前記支持
突起側に加圧する複数個の弾性部材と、
　前記複数個の弾性部材の両端を支持する支持ユニットと、を含み、
　前記支持ユニットは、
　前記複数個の支持突起の上側に突出形成される第１ボスと、
　前記印刷回路基板の前記第１ボスと対応する位置に貫通形成されるボスホールと、
　前記センサカバーの前記第１ボスと対応する面に前記第１ボスに向く方向に突出形成さ
れる第２ボスと、
　を含むことを特徴とする自動車用車高センサモジュール。
【請求項２】
　前記弾性部材は、圧縮コイルスプリングである、請求項１に記載の自動車用車高センサ
モジュール。
【請求項３】
　前記弾性部材は、前記第１及び第２ボスに両端が結合されるゴム材質のベローズスプリ
ングである、請求項１に記載の自動車用車高センサモジュール。
【請求項４】
　前記磁気素子は、ホール素子である、請求項１に記載の自動車用車高センサモジュール
。
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